
様式第4号（第4条関係）
令和6年 3月 2 8日

福知山市議会議長田淵裕二様

会派名蒼士会

代表者名高橋正樹

政務活動費実績報告書

令和5年 11月1日付け福議第66 5・2号により交付決定のあった政

務活動費において、令和5年度下半期（1 0月から3月）の政務活動が完了

したので、福知山市議会政務活動費の交付に関する条例第10条第2項及び第

3項の規定により、下記のとおり実績報告書を提出します。

記

1 令和5年度政務活動費の額（下半期） 323, 460円・

2 政務活動費の対象となる経費の内訳

項 目 金額（下半期） 主な支出内容

調査研究費 22, 137円a タブレット端末通信費

研修費 295, 920円・ 第24期自治政策特別講座、他

広報費

広聴費

要請・陳情活動費

会議費

資料作成費 1 1 3円・ コピー代

資料購入費 5, 2 9 0円， 書籍3冊

人件費

事務所費
1口3、 計 323, 460円

添付書類

・政務活動の実施状況及び成果を確認できる書類

．政務活動費の収入額及びその内容に関する書類

．政務活動費の支出額及びその使途に関する書類

・政務活動費の支出に係る領収書の原本又はこれに準ずる書類

各種様式 3－④ 



支出科目． 調査研究費

合計金額． 2 2, 1 3 7円

タブレット端末通信費（会派分）

令和5年度下期分

⑧納入通知書兼領収書

｜口座番号101090-7-960071I加入者名｜福知山市会計管理者l

a令和5年度 ｜呼出番号 00175211 

｛＼ 
噌ムの地番nd

 

噌ム記内字市山山門知福
納
付
晴

蒼士会様

タブレット端末通信費議員負担金（会派請求分）
令和5年度下半期分

非拘めるところ

福知山市役所会計室及び各主所出納窓口

京都9肘T 本店・主店

京都北部信用金庫 本店・主店

京都丹の国農業協同組合 本店・主店

近偉労働金庫 福知山支店

但馬銀行 福知山主店

f且間信用金庫 福知山支店

納付金額

福知山市内の京都島露協同組合

払 137日｜福知山市内町叫惜用金庫

にノ

納氏期限｜令和 6年 3月 22日

所属I010100議会事務局
会計 01一般会計
款 22諸収入
項 04雑入

目I03雑入
節 01雑入
細節 60その他の雑ス

綿々叫15？＇プレット端末遇信料議員負担金

上記のとおり納付してください。

令和 6年 l 月ιt日
福知山市長

大橋一

上記のとおり領収しました。

京都府福知山市市町村コード 262013

' 領収日付印

（納付者保管）

元調定伝票番号 05-018220
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近酷Z府4県の郵便局｛大阪府、京都府、

兵庫県、奈良県、滋賀県、和歌山県｝



タブレット端末使用状況表

（令和5年 10月 1日～令和6年3月31日）

会派名（蒼土会）

標 題 差出人 使用日時

幹事会報告について 高橋正樹 R5. 10. 26 

質疑・討論確認 高橋正樹 R5. 10. 30 

（仮）質問通告書確認 森下賢司 R5. 11. 27 

（仮）質問通告書確認 藤本喜章 R5. 11. 27 

（仮）質問通告報告書確認
、
野田晋介 R5.11.27 

質問通告書確認 野田晋介 R5. 12. 1 

議会運営委員会報告 藤本喜章 R5. 12. 7 

12月 12日本会議での議案質疑確認 高橋正樹 R5. 12. 11 

12月22日定例会追加日程確認 藤本喜章 R5. 12. 20 

12月定例会賛成討論案について 藤本喜章 R5.12.22 

議員個人の請負について 藤本喜章 R6. 1 . 17 

請負に関する条例について 高橋正樹 R6. 1 17 

議会運営委員会報告 藤本喜章 R6. 1. 26 

議会運営委員会報告 藤本喜章 R6. 2. 12 

自治政策特別講座（両国）研修会まとめ 高橋正樹 R6. 2. 13 

研修会報告 森下賢司 R6. 2. 14 

議会運営委員会・議会改革検討会議報告 藤本喜章 R6. 2. 15 

議会運営委員会報告 藤本喜章 R6. 2. 22 

議会運営委員会報告 藤本喜章 R6. 2.27 

3月議会本会議採決質疑・討論の予定 高橋正樹 R6. 3. 23 

請願第3号賛成討論 森下賢司 R6. 3. 24 

請願審査報告・意見書賛成討論要旨 藤本喜章 R6. 3. 24 

請願第2号賛成討論 野田晋介 R6. 3. 26 

住民投票条例反対討論 高橋正樹 R6. 3. 26 
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（様式1)

令和6年年 2月 16日提出

福知山市議会

議長田淵裕二様

会派名 蒼士会

代表者名 高橋正樹

政務活動費研究研修視察報告書

1 視察・研修年月日 令和 6年 2月 6日ωく）～ 2月 7日（水）

2 視察研修先 東京都墨田区横綱1丁目 6-1 KFCホール2F

第24期自治政策特別講座

3 参加者氏名 高橋正樹・藤本喜章・森下賢司

以上3名

4 経 費 合計233,720円（77,906円／1人あたり）

5 視察・研修項目

第1講義 『まち保育』のススメ一子どもを育てる、まちが育つ

三輪律江（横浜市立大学大判完都市社会文化研究科教授）

第2講義 自治体財政の見方やポイントー特に歳入関係から予算書を読む

金目哲郎（弘前大学人文社会科学部准教授）

第3講義国際的な食料需給情勢と真の食料安全保障

政治や私たちができること

鈴木宣弘頃京大学大学院農学国際専攻教授）

第4講義生成AI政治・行政での応用ーその可能性と課題

狩野芳伸（静岡大学情報学部行動情報学科准教授）

6 添付資料 視察研修行程表・資料（］IJ添のとおり）

7 経費精算書 (]IJ添のとおり）



。

（様式2)

政務活動費研究研修視察報告書 （会派名蒼士会）

1 視察研修内容

第1講義 『まち保育』のススメ

三輪律江（横浜市立大学大学院都市社会文化研究科教授）

第2講義 自治体財政の見方やポイント

金目哲郎（弘前大学人対全会科学部准教授）

第3講義 国際的な食料需給情勢と真の食料安全保障

鈴木宣弘頃京大学大学院農学園際専攻教授）

第4講義生成AI政治・行政での応用

狩野芳伸（静岡大学情報学部行動情報学科准教授）

2 施策の比較検討と音判面

2月6日ωく） 13・：oo～14:30
第1講義 『まち保育』のススメ

三輪律江（横浜市立大学大学院都市社会文化研究科教授）

0講演では、子どもを取り巻く環境の変化と課題について概観した後、子どもの発達段階に応じた

街づくりの在り方や、参加型の街づくりの重要性などについて述べられた。主な論点として、核家

族化などによる「見てまね」機会の減少、情紙品多による育児不安の増大、遊ひ湯の減己L、などが挙

げられ、これらの課題解決のため、身近な生活圏を意識した街づくりの必要性が指摘されている。

O子どもを取り巻く環境の変化と課題

核家族化などにより、子育て世代の「見てまねJ機会が減少している。情報過多から育児不安も増

u えている。遊U湯の減少など、子どもにとっての街の課題が多い。
0子どもの発達段階と街づくり

妊娠潮から学童期まで、子どもの成長段階に合わせ、身近な生活圏を意識した街づくりが必要。遊

び場や交流の場を充実させることが重要。

0参加型の街づくりの推進

子どもや保護者を街づくりに参画させることで、愛着と信頼感が醸成される。行政と住民が連携し、

子ども目線で街の改善を図る必要がある。

0重要許見長

子どもの成長段階に応じた生活圏のあり方を検言村る。

遊び場や交流の場を充実させる方策を立案する。

子ども射呆護者の街づくりへの参画方法を検討する。

O所感

子育て支援は合致膨羽から子育て期における切れ目のない支援も重要であるが、今回の



研修において、胎児期からの支援をどのようにしていくのか。また地域とのつながりが希薄化し

ていく中で地域も誰がどのように関わっていくの、地蛾がどのように支えていけるのh それ
と同時に母親に対する情緒的な面でのサポートの重要性を再認識できた。

また子どもの年齢によっても親子の行動範囲（徒歩生活圏域300m）によってニーズが異なる。

この身近な地域コミュニティのなか明呆護者、子どもが集い、出会える環境づくり、また合特殊

出生率の向上には福祉などの面だけでなくまちの自然、まちづくりの視点も必要であるとのこと

もあり、今後の活動にそれをどのように整えていけるのか考察していきたい。

2月6日ωく） 14:50～1s:20 
第2講義 自治体財政の見方やポイント

金目哲郎（弘前大学人文社会科学部准教授）

0地方自制本の財政についての講演内容の主なトピックスは、地方税、地方交問見、地方債、ふる

さと納税などの歳入面の現状と課題、および予算審議におけるポイントである。地方自治体は馴E

0 が不足しており、地方到欄に大きく僻している難がある一方、断交槻の幽み棚佐で、

赤字補填のために発行される地方債の依存度が高まっていることが指摘されている。今後は、税源

の自治体への移譲など、地方自治体の財政基盤強化が課題とされている。

0地方自治体の財政の現状

地方自治体の歳入は、地方税、地方交付税、国庫支出金、地方債などで構成されている。人口キ経

済力によって税収に差があり、税収の少ない自f制本ほど地方交付税〈の依存度が高い。最近は赤字

補填の地方債が増加していることが課底

0地方交付税と地方債の出品

地方交｛言問見は、自治体の行政コストと税収の差額を補填する制度であるが、財源不足が常態化して

いる。不足分を補う地方債も将来世代の負担になる。地方債には公共損［＂iilt建設のための建設地方債

と赤明南填のための臨時財政対策債があり、後者〈の依存度が高まっている。

0予算審議におけるポイント

地方税、地方交付税、地方債、ふるさと納税などの歳入項目を中心に、予算審議に当たって確認す

0 べき 10のポイントが示され丸酬率の向上、法制税崎lj設、事業の到欄措置の有無、地方

債引邑疎債の発行状況などがポイントとして挙げられている。

0歳入面での課題

地方自治体の財政基盤謝じに向け、封肪消費税の拡充、地方交付税率の引き上げ、交付税の出品

への自治体関係者の参画などの制度改革が求められている。

0重罰見点

地方消費税の拡充に向け、国に働きかける

赤字地方債である臨時財故対策債の発行抑制を図る

過疎債を充当する事業の中長期的効果を検証する

0所感

決算総括質疑にて歳入における市税収入、不納欠損、未収金等に関心を持っているが、

今回の研修を終え、改めて「入るを量りて出ずるを制する」に出見していくとともに安心・安全な

住民サービスの提供に向けて、更に健全財政運営に向けて布噛を積んでいきたい。



2月7日

第3講義

（水） 10:00～11:30 
国際的な食料需給情勢と真の食料安全保障

鈴木 宣弘（東京大学大学院農学国際専攻教授）

0日本の食帝将都合率の低下と農業の衰退は危揚鈎包状況マこれは米国による戦後占領政策が日本の食

生活を変え、食料需省率を低下させたことに起因。学榔合食を通して、子どもを通じて家庭へ、欧

米食生活を圏内に普及させた。これにより圏内農業の衰退を招いた。

0食料需省率の低下は、国家の安全保障の崩壊でもあるマ政府は農業予算の削減を続け、時購入

に多額の予算を投入している。食料こそ国民の命を守る最重要課題であり、予算配分を抜本的に見

直す必要がある。食の品噛は、まさに国家安全保障問題である。

0農業の衰退は、国家の活路を失わせる 貿易自由化を進めるあまり、食料輸l入に頼り、園内農業

の弱体仰政策。例えは瀦農が崩壊すれば、従業員・獣医・飼料屋・機械屋・農協・運送屋・へルパ

ーなど、多方面の経営が成り立たなくなる。まさに死活問題である。

0農家の踏ん張りが希望の光「農は国の基であり、農民は国の宝である」に立脚し、農業の価値向。上で宋来が開ける。世界第10位の農業生産額である日本農業こそが国民の命を守る気概を持ち、

食料免裁を回避すべく注力していく必要がある。

2月7日

第4講義

（水） 13:00~14:30 

生成AI 政治・行政での応用

狩野芳伸（静岡大学情報学部准教授）

0人工知能の定義は畷味 Mでは、はっきりとした「正角引があるデータでないと判断しにくい。

お手本となる「正解データ」を準備して「学習させるJ必要がある。例えば、 Mでは犬と猫の判断

はできにくしL画像守物体を認識させることが大事である。

0生成AIの向き不向き GPTとは本来「生成」するものであり、膨大な情報を重む合わせたり組み

合わせたりして文章を生成することに長けている。しかし、検索して情報を抽出することは苦手で

ある。複雑な状況把握においてはあまり性能を発揮しない。

0電子カルヂを利用した医療支援大規模機械学習によるがん治療の最適1出抗がん剤の作用と高1]

(j 反応、患者の属性を用いた主要マーカ寸師寺系列推測が挙げられる。しかし、電子カルテの場合、

カルテに書かれていないことも書かれることがある。

。生成AIの実用と課題マ法律文書の自動解析や、医療診断支援システムへの適用が可能だが、信

頼性や説明責任の欠如といった課題がある。また、相会への影響といった問題が指摘される。今後

は、単純作業の自動化による佐会変化が予測される中で、より人間らしい知能の実現と適切な利用

法が求められる。

4 資料等（別紙添付）



（様式3)

経費精算書

会派名 蒼士会

｛単位ょ旦i
月 日 支出項目 支出額 領収書No.

令和6年1月11日 受講料振込手数料 770 ① 

令和6年1月30日 乗車券 3名分 91, 080 ② 

（福知山特東京）往復

「1
令和6年2月6日 受講料 3名分 90,000 ③ 

第24期自治政策講座

令和6年2月6日 地下鉄乗車券3名分 660 ④ 

（両国＝今本郷3丁目）

令和6年2月6日 宿泊料 3名分 50,550 ⑤ 

令和6年2月7日 地下鉄乗車券3名分 660 ⑥ 

（本郷3丁目斗両国）

以下余白

支出合計額 233, 720 

u 
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支出科目：研修費（受講料 E振り込み手数料）

合計金額：￥ 770円 ① 

お取引明細票
ご利用ありがとうございました

京都北都信用金庫

前田支店

お取引日時 2024/01/11 13・：45

お振込（振替）

手数料（ご依頼人負担）

平90,000*

平770キ

お受取人 γ刊イギカイセイザウヵ・ッカイゲイtヨウ的
材コ検

ご依積人 Yウシカイ 様

印紙税申告納

付につき宮津

税務署承認清

No.053-7 
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支出科目：研修費（交通費）

合計金額：￥ 91, 080円 d

乗車券・特急券 @30, 360X3名分＝91,080・

内訳（一人当たり） 往復乗車券（福知山駅骨両国） 17,620 

山陰線特急券（福知山駅骨京都駅） 760 X 2=1, 520 ' 

新幹線特急券（京都駅骨東京駅） 5, 610 X 2=11, 220 • 

自iil~；~i£~~

② 



。

支出科目：研修費（受講料）

合計金額：￥ 90, 00 0円

第 24期自治政策特別講座受講料 30,ooox 3名分＝90,000・

③ 



’v 

。

支出科鼠：務惨蓑（交通費）

合計金額：￥ 660内’

研修場所持宿泊所 ｛地下鉄大江戸線［扇図］司 C＊郷3了厨］｝
@220x 3名分

④ 





1・－←

＼ 

しj

支出科§：研修費｛交通費）

合計金額：￥ 660円 J

宿泊所持研修場所 ｛地下鉄大江戸線［；，$：郷aγ毘］坤【間箆］）
@220x 3名分ー

⑥ 



福知山市議会

議長固執l裕二様

（様式1)

令和6年3月5日提出

会派名蒼士会

代濠者名 高橋正樹

政務活動費研究研修視察報告書

。1 視察・研俳月日 令和 6年 1月30日（火）

（二J

2 視察研修先 京都府京都市南区東九条西山王町1 京都JAピノレ

『「政策議会Jをめざして～一般質問を活用し議会活動を検証する～』

3 参加者氏名野田晋介

以上 1名

4 経 費 合計 3 l, 1 0 0円（3l, 1 0 0円／1人あたり）

5 視察・研修項目

政策議会と一般質問議会と議員の「成果Jを考える

土山希美枝（法政大学）

6 添付資料

7 経費精算書

句リ添のとおり）

（別添のとおり）



政務活動費研究研修視察報告書 （会派名 蒼士会）

1 視察明彦内容

政策議会と一般質問議会と議員の「成果Jを考える

土山希美枝（法政大学）

2 施策の比較検討と評価

政策議会と一般質問議会と議員の「成果Jを考える

土山希美枝（法政大学）

（様式2)

。蹴議会と一般質問についての講演。議会と議員の「牒Jについて以下の内容に

しJ

ついてご説明頂いた後に、グループワークを行った。

「政策議会Jの基礎知識

－自治体は、「市民が必要不可欠とする（政策・制度）を整備するための樹需である。

．（政策・制度）を「よりよく整備することJが自治体の目標であり、議会・長（首長）

はそのために種類の異なる権限を与えられた梯討蕎である。

・議会はわがまちの（政策・制度）は、議会があることで（行政だけでよりも）よい

状態であるという市民からの評価を得ることが重要である。「よい」状態であるとは、

まちにとって必要不可欠に対応できている状態を指すが、そこに国平はなく議会、長

（首長）が決断することが重要である。

• r政策議会Jとは自f餅本（政策・制度）が「よい状態」であるように信託された権限
を使って「制御Jする、政策主体としての議会を指す。

一般質問の機能と制度

一般質問とは議員が、自らの活動と知見を集約し、わがまちの（政策・制度）の争

点を提起し、闇見・提案できる機会であるが、十分に活かされていない現状がある。

一般質問はなぜ「機能していないJか

・残念な質問、もったいない質問 C公表数値を確認するだけの質問・論点を入れ過ぎ

てぼやけてしまった質問・一般質問としては個別的すぎる質問・合理的な根拠や論拠

のない批判・国や県の政策や事業で市が関与できないことがらの質問・自身の政1倒言
条の演説に終始している質問・一問一答のやりとりを続けるうちに混乱してしまった

質問など）

－その背景と課題として議会・議員の過去のありかたの問題や「濃密Jな答弁調整、

「間違わない行政」を前提とする、議会の役目を「議案の確かめ算Jr追認税措Jとな



ってしまっている場合もある。また、いい質問をしても「議員おひとりがいっている

こと」にとどめられることがある。

一般質問を機能させるための論点整理

・一般質問は「事実J.「分析J.「主張jで構成される

．論点を整理する必要がある。

・論点は

「事実J（現状、問題状況）

「意見J（分析＝事実から言えること）

「意見J（主張＝言いたいこと）

で構成されており、事実、分析を厚くすることで主張を支えることができる。

・論点では「これだけは引き出したし、」 60%ラインを設定し質問の「戦略」を練る。ことが重要である。

υ 

・一般質問の価値の大前提としてその質問が「まちをよくするJための質問になって

し、るかを傭敵して考えるべきである。

－臨見機能若しくは政策成案機能の意味合いなのかを考えて一般質問を構成する必要

カまある。

機能する一般質問のために争点を発見し、現；伏を事実でとらえ、分析するための情報

収集

－現場の声を「聴くJ必要がある。議員にとっての2つの現場として課題の現場・そ

の課題に対応する行政の現場がありどちらも重要である。

－政策をめぐる情報と累計のリソースとして、争点情報（ニュース、ウォッチャー型

情報）・基礎情報（調査・統計に基づく分析情報、行政資料型↑静在）・専門情報（政策

開発に必要な専門的知見といえるぜ術情報、個別科学型情報）がある。

機能ナる一般質問のために一般質問の「問いただしかたJを考える

－答弁調整をどこまでやるか。あくまで答弁調整を行う目的は噛み合わない議論を避

けるためである。

－論点整理のメモを活用する。

－演台に立っときの「目線」「姿勢」についても重要なポイントである。

・一般質問ですべて完了するわけではないのでその後も追いかける必要がある。

機能する一般質問のためのいい質問とはどんな質問か

－監査機能、政策提案機能を果たしている質問かどうか。

・一般質問の議論を通じて納得にたどりつくことが大事である。（暴露型は別）





（様式3)

経費精算書

会派名蒼士会

L監佳_;__Ell
月 日 支出項目 支出額 領収劃占o.

令和6年 研修費 25,000円 ① 

1月30日

令和6年 研修費 6,100円 ② 
。

1月29日 （乗車券）

（福知山

件京都）

。

支出合計額 31,100円



① 
支出斜自：研修費（受講料1月初旬）
合計金額：；￥ 25, OOOfil' 

領収証

災
盤
耳
汁
一

球a

令和自年1舟3告宮様権知山市議会藩士会

¥25 000 
会事重

後 1J司2告白書王室毒事ヰとして

J:言an:に霊童~互いたしました

『fl12-0011 

家主主事n:x:京区千幸吉2-34-6

株式会社麗灘行政研虫

：日後ス-.nm・・:

0 



。

支出科沼：研修費（交通費〉

合計金額：：￥ 6, 1 0 0伺 e

〔内訳〕
乗率券 福知山骨京都：事3,040

特急券 福知山骨京都：平3,060

護担警 ,j;ii:i涜愛媛
11ii』pt 開·.－~·8oclm白骨

I ,1経緯縄基
事語UJ罰対1護者 1係長1苛1

② 



福知山市議会

議長固執j裕二様

（様式1)

令和6年3月5日提出

会派名蒼士会

代表者名 高橋正樹

政務活動費研究研修視察報告書

。1 視察・朋彦年月日 令和 6年 2月 5日（月）

2 視察研修先 京都府京都市南区東九条西山王町1 京都JAピγレ

①財政を離れて、より説得力のある政策提案につなげよう！

②令和時代における持続可能な財政運営にむけて

3 参加者氏名野田晋介

以上 1名

4 経 費 合計 3 l, 1 0 0円（3l, 1 0 0円fl人あたり）

5 視察・研修項目

①財政を瑚草して、より説得力のある政策提案につなげよう！

0 前尼崎市長稲村和美

②令和時代における持続可能な財政運営に向けて

公認会計士横田慎一

6 添付資料

7 経費精算書

(531］添のとおり）

(531］添のとおり）



。

（様式2)

1 視察研修内容

令和日新＂（；における持続可能な財政運営に向けて

横田慎一公認会計士事務所・税理士事務所所長横田慎一

2 施策の比較検討と言判面

令和日新＂（；における持続可能な財政運営に向けて

横田慎一公認会計士事貌庁・税理士事務所所長横田慎一

近年の財政非常事態の原因と財政健全性についての講演

近年の財政非常事態の原因と財政健針金

・形式収支は歳入総額一歳出総額である。

・実質収支は形式収支一翌年度に繰り越すべき財源である。

・単年度収支は当該年度の実質収支一前年度の実質収支である。

・実質単年度収支は単年度収支＋財踊周整基金積立額＋地方債繰り上げ償還額一財政

調整基金取崩額である。

－経常収支比率は経常経費充当一般愛減の額÷経常一般財源総額×100である。経常

収支比率は投資的経費の財源を捻出するため概ね 70%～80%が理想とされてきたが、

扶助費の増加により 90%超が常態化している

地方財政上のトピック

・地方自治体が直面する課題として、ますますの少午高齢化の進展、人材不足と業務。の多様化・高度化、公共施設とインフラの更新費用の増大、棚上昇防げられてい

る0

・社会保障費の増大により地方財政は圧迫され、投資的経費の財源が平成元年の 21

兆円をピークに平成30年には12兆円もの減になっている。

予算審議のポイント

・歳入歳出ともに「款j「項j「目J「節Jと分類されている。ただし、議決の対象は「款」

「項jまでであり、「目j 「節J以降は議決の対象外となっている。

・首長の予算発議権を侵害するような修正以外であれば、首長が提出した予算案を増

額、減額修正がいずれも可能である。

・予算審議の視点として基金や地方債に過度に依存していないか、特に過去の決算状

況を踏まえた「財政健全イ匂に関する瑚早が重要である。

－高い経済性、効率性、有効性が期待できるか否か。



。

し）

・単独事業カヰ市助事業か。

・事業開始年度以後の財政負担はどうなっているのか0

．類似事業がなし、かなどをチェックすること。

・事業規模は適正である由、

3 施策施行・導入の方策と課題

・予算審議の視点について学ぶ機会となったが、専門性が高く、非常に難しい内容で

あったo 基金や地方債に過度に依存していないか、経制全・効率性・有効性が期待さ

れる事業であるか等3月定例会での予算審議に活用していきたし、

4 資料



政務活動費研究研修視察報告書 （会派名 蒼士会）

1 視察研修内容

財政を理解して、より説得力のある政策提案につなげよう！

前尼崎市長稲村布美

2 施策の比較検討と評価

財政を理解して、より説得力のある政策提案につなげよう！

前尼崎市長稲村布美

（様式2)

。 尼崎市長酬の財政再建の話を交えながら財政、政策提案についての講演。

尼崎市行財政改革の20年について

－尼崎市はかなり危機的な財政状況であった。

－行財政改革にについて20年を女性市長が担当0

・尼崎市財政運営のイメージについて。

－「攻守バランス型Jの行財政運営の実施。財政危雄、人口減少、環境問題など問題が

多くある中で、「課題先進都市Jであるならば「謝闇草決先進都市Jを目指すため、財

政規律との両立を図りながら、多様な主体との協働により前例にとらわれないチャレ

ンジを行った。

政策実現を阻むものは何か？

－必要性・重要性が形成されていない。

c, ・そもそもの予算がない。

・実施体制が確保できない。

政策にかかる予算を具体的にかんがえてみよう

．政策の実現＝費用の支払い完了ではな＼，¥ 

－単発の支出泊議断莞的な支出かを議論の構成要素に入れる事が重要である0

．ハードとソフトの優矧慎位を比較することは難しい。

－自治体歳入は、すべてが自由に使えるお金ではない（自由に使えるお金と使い道が

決められているお金）国庫支出金：国が地方に対して支出する負担金、補助金等。地

方債：借金。地方債は、建設事業に充てるのが原則（赤字識の発行は特例的）また、

建設事業に減価償却費の概念がない。

－地方交付税の説明。

・交付税査定の倣旦みについて説明・基準財政需要額と基準財政収入額が1以上の自



。

治体には普通鋼税は交付されない。

－地方財政計画の動向について説明。

－地方財政計画・地方交付税の注意点として、必要経費として「交付税に算入」され

ても、地方財政計画上の一般財源の範囲内で調整されてしまう。

・単年度だけではなく、将来の収支見通しを踏まえることが重要。自治体は黒字を出

すことが目的ではないが今後、ソフト面としては少子化・高齢化・人口減少時代に対

する政策、ハード面は「つくる」から「っかう」の時代を見据え考えていくべきであ

る。

予算だけではなく決算もしっかりチェック！

・赤字・黒字をイメ｝ジするには「実質単年度収支」を参考にするべきである。

・基金の取り崩しも借金も収入となるため、実質収支が赤字となると非常に厳しい財

政状況であることが分かる。

－決算査定から予算編成が始まる。縦割りの組織を超えて実行していくことが重要で

ある。

3 施策施行・導入の方策と課題

・課題発見力・課題設定力が重要であり、政策目的・要望の確信を明確にし、出来な

い理由ではなく、何ならできるか、どうやったらできるかを考えるべきである。

・行政の縦割りは職員の責務の明確化を資する一方で、不効率を生み出していること

も多いので横との連携を強化ししていくことも重要である。

・一つの事業で、複数の政策目的にアプロ｝チしていくことも考えるべきである。

予算がなしゅもできないという発想ではなく、予算・自分たちだけがまちづくりの

資源だとしづ発想から脱却し、市民力を最大化できるような現念＆リアリティのある

0 積極的な政策提案を実現するためにはどうすべきかを検討する必要がある。

4 資料



（様式3)

経費精算書

会派名蒼士会

｛差佳_;__E9_2

月 日 支出項目 支出額 領収劃fo.

令和6年 研修費 25,000円 ① 

2月5日

令和6年 研修費 6,100円 ② 
。

2月4日 （交通費）

（福知山

ヰキ京都）

。

支出合計額 31,100円



① ｛受講料2fl 5日）
00 0内・

支出科13：研修蓄を
合計金額：￥ 2 5, 

No. 領収証f「

災
曹
司
…

令和日若手企 J'l5悶
様描知山市議会蒼士会

¥25 000 
金額

｛聾 2月5Eヨきをま毒事寺として

上認定｛こ領収いたしEました
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支出科13：研修費（交通費〉
合針金額：￥ 6,100Pl'

［内訳〕
乗車券 福知山静主主総：平3,040

特急券 福知山科京都：平3,060
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支出科昆： 資料作成縫

合計金額： 1 1 3円

令軍Q5嘉手皮下期分

コピ｝代

＠納入通知悉兼領収奪

iね座援号101090-7-9ぬ071初日入考名｜福務自市会告措渡者1

2令殺毎年度 ！呼溺脅惨 00192671 

様会＋中蒼

鮒
蜘
付
者

令翁5！手渡 口ピー代

絡めるととろ

緩知山市柱霊寄金肝議拠地支房総拍車問

京務総守 本：Jl!i・'JI:.措

京都北総需用金車 本店・'11:.f富

京都丹骨量富農襲昼間組合 中：）！；.支l富

近縦覧鯵金属

縫E竜鮒T

4呈鵠信用金庫

守護知山支店

撞揺出支店

綴知出荒唐

納付金額

様信出命内的1担軒•Ai曜揺筒組合

113記 i福知出業畑中湖用金風
納入裁判令和 同 3月 29県

飯島翼10101号沿線会事務局
会計101…般会普十
署員！？-2諾叡入
攻！日4絵入

自 103雑入
量事 101絵入
絢節l関口ピ 't 
綿々 怨ii16幾重量事務潟
上童話のとおち納付してください。
令和 6.手 J 月..l.1?.-日

誕百奴i.l.t市義
大橋一

上況のとおり媛絞しました。

京務府橋銭u.ntil1'i町村コード 262013
号室i奴段付印
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滋徳之勝4阜の終係諸｛大波府、京都府、

兵晶、議員県、滋賀弟、和鉄山陣）








